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の
第
一
番
は
被
災
地
の
ガ

レ
キ
処
理
に
あ
る
。
処
理

方
法
や
今
後
の
衛
生
面
で

の
対
策
を
伺
う
。

答　

災
害
廃
棄
物
の
発
生

量
は
約
61
万
ト
ン
と
推

計
。
仮
置
場
に
置
い
て
ガ

レ
キ
類
の
か
さ
上
げ
を
押

え
、
防
臭
剤
を
散
布
し
悪

臭
や
害
虫
等
の
発
生
防
止

対
策
を
図
る
。
処
理
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
類
、
鉄
屑
、

木
屑
、
そ
の
他
可
燃
物
等

に
分
別
、
再
生
利
用
を
優

先
に
コ
ス
ト
低
減
や
最
終

処
分
量
の
削
減
を
図
る
。

問　

ガ
レ
キ
の
処
理
場
所

を
伺
う
。

答　

仮
置
場
は
北
新
田
、

他
４
ヶ
所
と
、
新
た
に
下

渋
佐
地
区
に
用
地
を
確

保
、
処
理
を
す
る
計
画
。

問　

日
本
原
子
力
学
会
は

除
染
技
術
の
選
択
や
実
証

試
験
な
ど
を
担
い
、
総
合

除
染
戦
略
の
策
定
が
必
要

と
提
言
、
放
射
能
に
汚
染

さ
れ
た
土
壌
や
水
の
除
染

を
総
括
す
る
「
環
境
修
復

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る

要
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

設
置
に
つ
い
て
国
に

強
く
要
望
を
し
て
い
く
。

払
拭
す
る
た
め
に
、
復
興

特
区
等
を
活
用
し
、
放
射

線
病
理
医
学
等
の
国
際
的

研
究
機
関
・
施
設
の
誘
致

を
図
り
、
低
線
量
被
曝
と

い
う
脅
威
を
取
り
除
い
て

い
く
姿
勢
を
示
す
べ
き
だ
。

答　

世
界
的
に
誇
れ
る
回

復
を
め
ざ
し
、
低
線
量
被
曝

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

で
き
る
よ
う
に
取
組
む
。

問　

震
災
の
教
訓
を
生
か

し
大
災
害
に
も
耐
え
う
る

土
地
利
用
の
基
本
的
な
考

え
を
伺
う
。

答　

地
震
と
大
津
波
、
原

発
事
故
と
い
う
世
界
史
的

に
も
例
の
な
い
被
害
を

被
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

防
災
に
留
意
し
、
土
壌
調

査
や
被
災
者
の
土
地
利
用

の
意
向
調
査
、
風
評
被
害

な
ど
の
現
状
を
勘
案
、
産

業
構
造
の
見
直
し
も
含
め

て
、
構
造
改
革
特
区
制
度

を
活
用
し
て
土
地
利
用
を

考
え
る
。

問　

復
旧
、
復
興

問　

今
回
の
世
界
的
に
例

の
な
い
原
子
力
災
害
を
教

訓
と
し
て
、
一
刻
も
早
く

被
災
地
域
の
復
興
を
目
指

し
原
子
力
災
害
を
克
服
し
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

特
区
制
度
の
指
定
を
受

け
放
射
能
を
除
去
す
る
た

め
研
究
施
設
の
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
む
考
え
が

あ
る
の
か
伺
う
。

答　

東
日
本
大
震
災
に
伴

う
原
発
事
故
の
経
済
復
興

に
つ
い
て
、
金
融
、
税
制
、

土
地
利
用
な
ど
特
区
申
請

し
、
ま
た
認
め
て
も
ら
う

も
、
ご
都
合
主
義
的
に
コ

ロ
コ
ロ
変
わ
る
。
一
体
、

何
を
信
用
し
た
ら
良
い
の

か
分
ら
な
い
。

答　

指
摘
は
全
く
そ
の
通

り
。
官
邸
に
も
直
接
申
し

上
げ
て
き
た
。
今
後
は
、

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
世

帯
毎
の
意
思
を
確
認
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

問　

市
民
は
正
し
い
情
報

の
迅
速
な
開
示
、
特
に
放

射
線
が
人
体
に
及
ぼ
す
影

響
と
そ
の
根
拠
を
知
り
た

が
っ
て
い
る
。対
応
策
は
。

答　

専
門
家
や
医
師
の
知

恵
を
借
り
な
が
ら
、
市
民

の
不
安
を
払
拭
し
て
い
く
。

問　

震
災
当
初
、
市
に
対

し
て
県
か
ら
の
避
難
指
示

の
連
絡
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
報

道
等
で
避
難
が
始
ま
っ
た
。

問　

県
の
対
応
は
言
語
道

断
。
20
㎞
圏
内
、
20
〜
30

㎞
圏
内
の
線
引
き
も
、
結

局
は
何
の
根
拠
も
な
か
っ

た
。
結
果
、
市
民
が
高
線

量
の
所
に
避
難
し
、
無
用

な
被
曝
を
し
た
の
も
事

実
。
そ
の
後
、
警
戒
区
域

や
計
画
的
避
難
区
域
等
、

４
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
し

た
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

結
果
、
再
度
見
直
し
た
経

緯
も
あ
る
。
は
っ
き
り

言
っ
て
、
国
県
の
判
断
に

は
一
貫
性
が
な
く
、
対
応

も
後
手
後
手
。
行
政
も
市

民
も
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。

国
で
は
、
い
ち
早
く
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
放
射
線
の
飛

散
エ
リ
ア
を
特
定
し
て
い

た
の
に
、
公
表
は
全
く
ス

ピ
ー
デ
ィ
で
は
な
か
っ

た
。
被
曝
線
量
の
上
限

問　

警
戒
区
域
を
除
く
20

㎞
圏
外
の
市
内
に
は
、
避

難
先
か
ら
多
く
の
市
民
が

帰
還
し
、
市
災
害
対
策
本

部
の
推
計
で
は
既
に
３
万

数
千
人
以
上
が
居
住
し
て

い
る
と
の
報
告
も
あ
る
。

　

緊
急
時
避
難
準
備
区
域

内
の
病
院
は
入
院
が
認
め

ら
れ
ず
、
復
興
へ
の
一
歩

を
よ
う
や
く
歩
み
始
め
た

市
民
の
健
康
と
安
全
が
担

保
さ
れ
な
い
現
状
を
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
伺
う
。

答　

既
に
多
く
の
市
民
が

市
内
に
戻
り
、
生
活
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
急

性
期
に
お
け
る
入
院
治
療

は
不
可
欠
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
る
。
幸
い
県
も
、

原
町
区
内
４
病
院
の
入
院

制
限
緩
和
に
向
け
た
調
整

に
入
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問　

原
発
事
故
に
伴
う
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
流
出
等
、

地
域
医
療
は
崩
壊
の
危
機

に
あ
る
。
復
興
に
あ
た
り
、

市
立
病
院
を
運
営
す
る
市

は
、自
ら
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
構
築
に
主
導
的
役

割
を
果
た
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
放
射
線
に
よ
る

健
康
被
害
に
係
る
不
安
を

一
般
質
問

後
手
後
手
の
震
災
対

応
の
是
正
を
!!

そ
の
他
の
質
問

❶ 

一
時
立
入
り
は
、
今
回

限
り
で
な
く
継
続
的
に

❷ 

過
酷
な
勤
務
を
強
い
ら

れ
て
い
る
職
員
の
対
応

救
急
医
療
体
制
の
再

構
築
に
つ
い
て

災
害
復
興
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶ 

農
地
、
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
に
つ
い
て

❷ 
復
旧
、
復
興
財
源
の
確

新
し
い
市
の
再
生
と

復
興
に
つ
い
て

保
に
つ
い
て

今村 　裕 議員
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横山 元栄 議員

小林 正幸 議員
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原町区下渋佐ガレキ仮置場



7 市議会だより　　みなみそうま（Vol.22）

一
般
質
問

問　

放
射
線
量
の
基
準
を

ど
う
捉
え
る
か
伺
う
。

答　

生
活
上
支
障
の
無
い

年
間
平
均
線
量
は
、
20
ミ

リ
Sv
で
、
１
時
間
あ
た
り

3.8
マ
イ
ク
ロ
Sv
以
内
が
目

安
で
あ
る
。

問　

法
律
で
は
、
年
間

放
射
線
量
１
ミ
リ
Sv
だ
っ

た
、
小
学
校
の
校
庭
の
数

値
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
と
の
整
合
性
を
伺
う
。

答　

５
月
27
日
に
、
学
校

生
活
に
限
っ
て
年
間
20
ミ

リ
Sv
を
１
ミ
リ
に
近
づ
け

る
と
い
う
新
た
な
方
針
が

文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ

た
。
学
校
内
で
は
1.67
ミ
リ

Sv
、
学
校
外
で
は
8.2
ミ
リ

Sv
で
年
間
9.9
ミ
リ
Sv
の
推

測
が
あ
り
、
こ
の
1.67
ミ
リ

Sv
を
１
ミ
リ
Sv
に
近
づ
け

る
と
い
う
文
部
科
学
省
の

指
針
で
あ
る
。

問　

さ
ら
に
分
か
り
辛
い

数
値
だ
が
、
ど
こ
ま
で
上

が
っ
た
場
合
、
問
題
に
な

る
の
か
市
民
に
明
ら
か
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

国
の
一
定
の
基
準
で

あ
る
。
市
独
自
で
数
値
を

示
す
の
は
、
混
乱
や
問
題

も
あ
り
慎
重
に
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

問　

図
書
館
の
再
開
を

望
む
市
民
の
声
が
多
く
あ

る
。
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
図
書
館
を
早
期
に
再

開
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　

多
く
の
市
民
か
ら
早

期
再
開
の
要
望
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
早
期
に
再
開
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
る
。

問　

南
相
馬
市
25
キ
ロ
に

及
ぶ
被
災
し
た
護
岸
堤
防

の
早
期
施
工
を
す
べ
き
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

答　

海
岸
環
境
整
備
を
含

め
た
本
工
事
に
は
相
当
の

時
間
を
要
す
る
。
台
風
や

第
二
次
災
害
防
止
の
観
点

か
ら
も
全
市
沿
岸
応
急
工

事
に
着
手
す
る
よ
う
国
・

県
に
強
く
要
請
し
て

い
る
。

問　

小
高
区
原
町
区
鹿
島

区
各
区
海
岸
堤
防
一
部
崩

壊
し
地
盤
沈
下
等
に
よ
り

海
水
が
入
る
な
ど
、
こ
れ

か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
高
潮
に

よ
る
塩
害
が
大
変
懸
念
さ

れ
る
の
で
早
期
対
策
を
す

べ
き
で
あ
る
。

答　

先
日
の
台
風
通
過
の

後
一
度
ガ
レ
キ
撤
去
し
た

所
も
冠
水
し
た
。
早
急
に

復
旧
要
望
す
る
。

問　

二
度
と
津
波
に
阻
害

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
護
岸
堤

防
と
道
路
と
一
体
の
か
さ
上

げ
し
た
沿
岸
横
断
護
岸
堤
防

に
よ
る
津
波
防
止
復
興
計
画

を
す
べ
き
。

答　

南
相
馬
市
復
興
計
画

策
定
の
前
提
と
い
う
考
え

の
下
に
道
路
構
造
線
形
を

含
め
復
興
計
画
に
活
か
す
。

問　

沿
岸
集
落
住
環
境
整

備
に
つ
い
て
甚
大
な
る
被

災
を
受
け
た
が
ど
う
再
生

す
る
の
か
。
津
波
を
考
慮

し
高
台
造
成
に
よ
る
行
政

区
創
意
に
よ
る
整
備
か
市

長
の
所
信
を
伺
う
。

答　

被
災
者
の
意
向
を
聞

い
て
安
全
性
・
住
環
境
・
少

子
高
齢
化
を
ふ
ま
え
て
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
十
分
配
慮
し
ま
す
。

問　

復
興
に
は
放
射
線
研

究
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
新

し
い
視
点
の
取
組
み
も
重

要
で
は
な
い
か
。
産
業
振

興
と
雇
用
確
保
を
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
の
発
想
か

ら
大
き
く
視
点
を
変
え
た
復

興
の
あ
り
方
に
よ
り
新
た
な

雇
用
環
境
を
創
出
す
る
。

問　

津
波
被
災
は
約
41
㎢

に
堤
防
破
壊
等
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。
農
家
も
住

宅
、
農
機
具
を
失
う
等
大

変
な
状
況
に
あ
る
。
公
共

関
与
の
新
た
な
農
業
生
産

法
人
や
農
業
振
興
公
社
の

設
立
等
魅
力
あ
る
担
い
手

の
経
営
体
づ
く
り
に
よ
る

農
業
再
生
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

Ｊ
Ａ
、
行
政
、
担
い

手
な
ど
の
出
資
を
募
る
法

人
化
。
生
産
、
加
工
販
売

ま
で
一
連
を
実
施
。
大
規

模
農
地
集
積
に
よ
る
低
コ

ス
ト
高
付
加
価
値
等
の
効

率
経
営
を
図
る
た
め
農
業

者
の
声
を
反
映
し
な
が
ら

推
進
す
る
。

問　

原
発
事
故
で
相
双
地

方
の
医
療
は
深
刻
な
危
機

に
あ
る
。
当
面
、
地
域
医

療
の
根
幹
分
野
は
公
共
セ

ク
タ
ー
で
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
訪
問
医
療
も
兼
ね

た
統
合
医
療
分
野
を
担
う

医
療
機
関
の
整
備
。
二
次

三
次
救
急
医
療
対
応
の
拠

点
整
備
に
よ
り
脳
疾
患
対

応
の
充
実
、
心
臓
、
小

児
、
被
ば
く
医
療
の
充
実

等
の
た
め
350
か
ら
500
床
を

考
え
双
葉
厚
生
と
県
立
大

野
病
院
統
合
予
算
か
ら
40

〜
50
億
円
の
財
源
は
可
能

と
み
る
。
地
域
医
療
再
生

を
伺
う
。

答　

県
の
相
双
医
療
圏

の
計
画
を
実
態
に
即
し
た

計
画
と
な
る
よ
う
要
望
す

る
。

こ
と
で
、
研
究
都
市
の
構

想
な
ど
も
し
っ
か
り
と
と

ら
え
、
原
発
事
故
被
災
地

で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に

と
っ
て
、
研
究
機
関
、
関

連
企
業
の
誘
致
、
そ
し
て

放
射
線
研
究
の
拠
点
整
備

に
つ
い
て
も
今
後
の
復
興

計
画
策
定
の
中
で
進
め
る
。

問　

今
般
の
原
発
の
放
射

能
漏
れ
事
故
で
放
射
能
汚

染
被
害
、
風
評
被
害
の
災

害
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
は

南
相
馬
市
を
担
う
子
供
達

の
た
め
に
、
汚
染
さ
れ
た

土
壌
を
き
れ
い
に
戻
す
責

任
が
あ
る
。
環
境
を
重
視

す
る
方
針
を
明
確
に
し
、

関
連
企
業
に
限
定
し
た
誘

致
と
開
発
を
実
施
、
推
進

し
て
い
く
考
え
を
伺
う
。

答　

今
回
の
震
災
、
原
発

事
故
が
も
た
ら
し
て
い
る

環
境
な
ど
へ
の
影
響
を
検

証
し
、
環
境
関
連
企
業
の

誘
致
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
民
の
自
立
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
確
立

❷ 

災
害
時
に
お
け
る
市
役

所
組
織
の
あ
り
方

新
し
い
南
相
馬
市
の

再
生
と
復
興
を

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
図
書
館
の
早
期

再
開
を
！

そ
の
他
の
質
問

❶ 

復
興
重
点
施
策
と
し
て

教
育
政
策
の
取
組
み
を

❷ 

地
元
企
業
に
対
す
る
発

注
の
徹
底
を

津
波
高
潮
災
害
に
強

い
南
相
馬
市
を

そ
の
他
の
質
問

❶ 

八
沢
干
拓
排
水
路
復
旧

国
で
新
た
な
基
準
検
討
を

❷ 

漁
協
の
意
向
を
聞
き
、

真
野
川
漁
港
の
復
興
を

新
生
南
相
馬
市
の
羅

針
盤
と
し
て

小川 尚一 議員

西　 銑治 議員

志賀 稔宗 議員 鹿島区烏崎被災地


